
二
〇
一
四
年
三
月
一
四
日

啓
蟄
や
真
夜
の
地
震
に
目
を
覚
ま
す

あ
さ
こ

整
理
札
貰
ひ
い
か
な
ご
買
ふ
列
に

う
つ
ぎ

立
観
音
裳
裾
を
埋
む
梅
の
花

ぽ
ん
こ

二
〇
一
四
年
三
月
一
三
日

下
町
の
エ
ジ
ソ
ン
名
乗
る
ち
や
ん
ち
や
ん
こ

な
つ
き

自
転
車
に
初
心
者
マ
ー
ク
山
笑
ふ

き
づ
な

野
良
猫
に
夕
餉
置
か
れ
し
梅
の
寺

な
つ
き

二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日

隆
隆
の
瘤
よ
り
芽
吹
く
柳
か
な

菜

　々　

二
〇
一
四
年
三
月
一
一
日

鳥
帰
る
東
北
へ
向
き
黙
祷
す

三

刀

な
ら
ま
ち
の
甍
い
ら
か
に
風
光
る

雅

流

二
〇
一
四
年
三
月
一
〇
日

春
雨
や
傘
も
さ
さ
ず
に
百
度
踏
む

宏

虎

下
萌
え
に
朽
ち
し
ポ
ン
プ
や
庄
屋
跡

な
つ
き

絵
馬
は
み
な
合
格
祈
願
梅
固
し

よ
し
子

二
〇
一
四
年
三
月
九
日

歌
声
の
洩
る
る
風
呂
窓
春
灯

さ
つ
き

堰
落
つ
る
水
音
も
ま
た
春
の
声

は
く
子

下
萌
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
小
旗
立
つ

さ
つ
き

二
〇
一
四
年
三
月
八
日

食
ひ
初
め
に
一
族
郎
党
春
の
昼

菜

　々　

ゆ
く
り
な
く
初
音
授
か
る
寺
詣
で

雅

流

草

木

染

め

吊

す

工

房

春

灯

さ
つ
き

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
四
年
三
月
一
六
日
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